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出力埋め込み可能な紛失擬似ランダム関数に基づく
多者間秘匿積集合プロトコルの効率化

An Efficient Multi-Party Private Set Intersection Protocol

Based on Oblivious Programmable PRFs

清水 聖也 ∗

Seiya Shimizu

中井 雄士 ∗

Takeshi Nakai

渡邉 洋平 ∗ †

Yohei Watanabe

岩本 貢 ∗

Mitsugu Iwamoto

キーワード マルチパーティ計算，Private Set Intersection，Oblivious Programmable PRF

あらまし
秘匿積集合 (Private Set Intersection, PSI) プロトコ
ルとは，複数の参加者が自身の持つ集合を秘匿したまま，
集合の共通部分のみを計算する秘密計算プロトコルで
ある．
Kolesnikov ら [1] は Oblivious Pseudorandom Func-

tion (OPRF)を基にしたOblivious Programmable Pseu-

dorandom Function (OPPRF)プロトコルを導入し，Semi-

Honestモデルにおいて任意の数の結託に対して安全な
多者間 PSIプロトコルを提案した．OPRFはOblivious

Transfer (OT) ベースのプロトコルであり，これまでに
多くの OPRFベースの多者間 PSIプロトコルが提案さ
れている (例えば，[2, 3])．一方で，OPPRFベースの
PSIは既存研究は少なく [1, 4, 5]，目指している安全性
レベルがそれぞれ異なっているため，これらの研究を一
概に比較することは難しい．
本研究では，Kolesnikovら [1]と同じ Semi-Honestモ
デルかつDishonest Majorityの設定の下，より効率的な
OPPRFベース多者間PSIプロトコルを構成する．より具
体的には，Kolesnikovらの方式には本来不要なOPPRF

プロトコルの実行手順が含まれていることを示し，当該
手順を軽量化することで効率的なPSIプロトコルを得ら
れることを示す．
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